
Take home message ７.

様々な眠りがある。



臨床心理学特講 ８
「眠りを疎かにしている日本社会」

眠りに関する基礎知識を得たうえ
で、「ヒトは寝て食べて始めて活動
できる動物である」との当然の事
実を確認し、現代日本が抱えてい
る問題のかなりの部分に、我々が
動物であることの謙虚さを失い、
眠りを疎かにしたことの報いが及
んでいることを認識していただけ
ればと思います。そして願わくばこ
の講義が皆さんの今後の生き方
を考える際の一助になれば幸いで
す。

１ ４月２７日 オリエンテーション

２ ５月１１日 眠りの現状

３ ５月１８日 眠りを眺める

４ ５月２５日 眠るのは脳

５ ６月 １日 寝不足では・・・

６ ６月 ８日

７ ６月１５日 眠りさえすればいつ寝てもいい？

８ ６月２２日 眠りと物質、様々な眠り、サマータイム

９ ６月２９日 Pros/Cons

１０ ７月 ６日 Pros/Cons

１１ ７月１３日 睡眠関連病態

１２ ７月２０日 眠りの社会学 －ＳＨＴ

１３ ７月２７日 まとめと試験



原発



あなたにとって大切なのは何？



原発

Copy/pasteではない皆さん自身の言葉による

Take Home Message を

• J-kohyama@jadecom.or.jp に

チーム名、各人の名前番号

Take home message 

を火曜夕方までに連絡のこと

発表順と議論担当班の決定のため

5分発表5分議論
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